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現代社会と女性の人権
―女と男の共生をめざして一—-
関西大学人権問題研究室研究員
社会学部教授
石元消英
関西大学の石元と申します。
今日は、紹介にあったとおりなんですが、「現代社会と女性の人権」と
いうテーマでお話したいと思います。 何の話をするのかということなの
ですが、まず、どう考えていけばいいのか。と言いますのは、女性の人権
あるいは男女共同参画等、いろいろ言われているのですが、その解釈とい
うのは、人によってかなり違うのです。女性がいま抱えている問題と言い
ましても、それはそんなに深刻な問題ではないというふうにみる人もいま
すし、非常に深刻であるというふうにみる人もいて、人によってかなり違
います。同じ女性であっても意見が分かれる。ですから、そのあたりをま
ず整理しておきたいと考えているわけです。
1枚のレジュメと資料が7枚裏表でお配りしております。最初に日常生
活のなかの男女の非対称とありますが、この非対称と言いますのは、要す
るに、対（つい）になっていないということです。どういうことかと言い
ますと、資料の 1の新聞記事ですが、新聞をよく見ると、どうも変だなと
いうことが少なくない。例えば、ついこの間ありましたイラクでの誘拐事
件ですが、 3人の日本人が誘拐されるという事件がありました。その報道
内容を見ていると、男性が2人と女性が一人だったわけですが、例えば産
経新聞は、ボランティア活動をしている今井さん、高遠さんという並び方
なんです。まずボランティア活動をしているという紹介で 2人の方が上
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がっているのですが、女性の高遠さんが後になっているんです。朝日、毎
日、京都新聞の場合は郡山さん、今井さん、高遠さんと、女性の高遠さん
が最後です。読売新聞は産経と同じようにボランティア活動で今井さんが
先で高遠さんが後になっています。日経だけが年齢が高い順で並べていま
すので、高遠さんが最初にきているのですが、多くの場合、女性が後とい
うのが多いのです。写真の並べ方も見てみますと、日経新聞は年齢順で写
真も並べているのですが、それ以外の新聞は女性の高遠さんが最後となっ
ています。その下の六本木ヒルズの回転ドアの事件ですが、これは栂親と
6歳の男の子が東京へ行っての事故だったのです。父親はどうかというと、
吹田の人で、このときは東京にはいなかったわけですが、どういう紹介に
なるのかというと、父親の名前が出て、その長男という並び方なのです。
その場にいた母親の名前は出てきません。被害者の名前自体をを出す必要
は私はないとは思うんですが、事故・事件報道では、家の代表者として父
親の名前が出てくる。例えば固定資産税の納付書の通知なんかを見ても、
夫婦で土地建物を共有している場合であっても、男性の名前で来るんです。
そして妻は「他ー名」というふうに名前すら出て来ない。このように、よ
くよく見てみると、こういう非対象というのが少なくないのです。
資料2を見てください。大分前の記事ですが、「変わり果て19歳友紀さ
ん」という見出しがあります。これは山梨県の甲府で信用金庫の女性職員
が誘拐されて殺されるという事件がありました。その際の報道なのですが、
19歳の女性が「友紀さん」と下の名前で呼ばれています。その下の新聞記
事の「上尾署の捜査を批判」。これはストーカー殺人事件なんですが、猪
野詩織さんという21歳の女性が殺害されたという事件なのです。「詩織さ
ん」と下の名前で書かれていますこ
ところが、男性の場合、どうなるのか。「変わり果て19歳友紀さん」の
左隣に「留学高校生、射殺される」という見出しの記事があります。これ
は家を間違えて他人の玄関先に行ったところを射殺されたという男子高校
生ですが、「服部君」と姓で呼ばれているのです。そのまた左隣の「19歳
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リンチ殺害」という記事ですが、ここでもこの19歳の男性は「須藤さん」
と姓で呼ばれています。つまり、女性の場合は下の名前で呼ばれて、男性
の場合は高校生であっても苗字で呼ばれる。ところが、同じ男性であって
も、先ほどの19歳友紀さんの下で人物の写真が付いているところです。こ
れは京都市伏見区の小学校で遊んでいた男の子が殺害されるという事件な
のですが、この場合は「俊希君」と下の名前なのですね。つまり、女性は
すべて下の名前、男性は、子どもの場合は下の名前だけれども、高校生ぐ
らいになると上の名前になる。要するに、女・子どもが一括りにされてい
るということが分かります。年齢がいっても、例えば田中真紀子さんは、
「真紀子外相」だとか「真紀子新党」というふうに下の名前で呼ばれるの
です。
資料の 3を見てください。冬季オリンピックの記事ですが、男性は「本
田」、「清水」と姓なんですが、女性は「朋美」、「愛子」と下の名前で呼ば
れています。些細なことかも分かりませんが、よくよく見るとこういうこ
とが、私たちの日常生活の様々なところで見られるわけです。
資料4を見てください。「川嶋さん 家系たどれば」という記事があり
ます。これは今の秋篠宮妃の紀子さんが結婚するときの朝日新聞の記事で
す。よけいなお節介だと私は思うんですが、川嶋紀子さんの家系を紹介し
た記事です。これを簡略化したものが一番下に出してありますが、これを
見て「あれっ」と思うんです。というのは、高祖父母16人まで、紀子さん
の両親を含めて30人上がっているのですが、男性は12人が名前が上がって
いるのですが、女性の名前は 7人しか上がっていないのです。要するに、
男系が重視されている。それはその上の詳細な図を見てもそうで、男系が
重視されています。例えば紀子さんのお父さんが辰彦さん、辰彦さんのす
ぐ上のお姉さんが豊子さんで肩書は何も付いていません。この豊子さんの
夫は佐藤英一郎さんという方で、専修大学教授というふうに肩書が付いて
います。こうみると豊子さんは働いていない、いわゆる専業主婦なのかな
と思いますが、実はこの豊子さんは神奈川県の茅ヶ崎市立の中学校の先生
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なんですね。ところが、肩書は何も書かれていない。自分の父親の姉です
から近い関係にある伯母さんは肩書を書かれずに、その夫である佐藤英一
郎さんは肩書が書かれているっ要するに男性が重視されているということ
と、男の血筋というものを重視している。それはその左側の国史大辞典を
見てもそうです。父親の名前はあるのですが、母親の名前はない。母親の
名前がなくて母親の父親については書いているんです。例えば紫式部の父
は藤原為時、母は藤原為信の娘というふうに、母の名前がなくて母方のお
じいさんの名前が出てくる。これはその下もすべて共通しています。こう
いうふうに見てくると、どうも男女間の非対称というものが目につくので
す。
次の 5、6という資料を見てください。これは事件等の新聞記事を並べ
たものですが、一番右上「『おとぎ列車Jで幼女死ぬ」。順に見ていきます
と、「新春ロック 将棋倒し、数人けが女子中学生が重体」。その次「寝
ぼけて？転落死、小 5手すり越え12階から」。ここでは「小 5」となって
いるんです。それまでは幼女だとか女子中学生だったのですが、この「小
5」というのは、どういう子かと言いますと、 5行目あたりに「優君」と
あって男の子なんですね。その次の「女高生、顔切られる」とか、「フロ
のガス火付け母外出、小3女児co中毒死」だとか、「井戸から『助けて』
すぐロープ、主婦ら 4人がかり女児救出」だとかありますが、その次に
「中 1栄養失調衰弱死」、この中 lというのはどういう子かと見ますと、
「中学 1年生の長男の遺体」と書いてありますから男の子です。その下、
「14階から中 l転落死」と、ここも中 1となっているのですが、「一真君」
という男の子です。その次の「小6がシンナー？転落死」も同様に男です。
その下の「8佐転落中3重体」、これも中3となっていて男の子です。大
体、お分かりになってきたかと思うんですが、資料6を見てください。
「中学教師、飲酒し踏切事故」、この中学校教師も男性です。「女生徒、女
教諭殴る」。「中3、包丁ふるう」、この中 3も男の子です。つまり、男性
の場合は、男であるというしるしは付かないのです。ところが、女性の場
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合は女であるというしるしが付く。つまり、男は普遍的な存在で女は特殊
な存在だというふうな見方があります。
資料にもあります「女医」という言葉、また「少年少女」や「息子娘」
（産す子・産す女）もそうなんですけど、女性には「女」というしるしが
付きます。例えばバーネットの小公子・小公女もそうですね。小公子は男
の子、小公女は女の子です。こういうふうに「女」であるというしるしが
付けられる。つまり、男は普遍的な存在で、女は特殊な存在なんだという
見方が、私たちの社会で根強くあると思うんです。
それがよく分かるのが、資料7です。これは日本の諺なんです。とんで
もない諺が並んでいます。まだまだ上げたらきりがないのでが、女性に関
する諺というのは非常に多いのです。男はほとんどありません。どうして
女性がこんなに多いのかというと、やはり女性は特殊な存在と見られてい
るからです。男は普遍的な存在である。それに対して女は特殊な存在であ
る。大体、日本では化けて出るのは女性だけですね。女性は、そういった
特殊な存在だというふうにみなされている部分があります。
こういったなかで、男女は違うのだという性差をやたらと強調する社会
というものも同時にあるかと思うんです。例えば小学校でもそうです。男
の子はこっちへ来なさい、女の子はこっちですというふうに男女を分ける。
あまり意味もなく分けている場合が多いのです。性別の記載欄というのも
あります。例えばレンタルビデオの会員になろうと思ったら性別欄があり
ます。定期を買おうと思っても性別欄があります。なんで必要なのかとい
うことがよく分からないのに性別欄があります。不必要な性別欄をなくし
ていこうという動きがありますが、こういった男と女は違うんだという見
方が意味もなく根強くあるのではないかと、私は思います。
そもそも性差とは何かということなのですが、人間の体細胞には染色体
というものがあります。これには遺伝情報が書き込まれているわけですが、
この染色体というのが通常は46本あるんです。この46本のうちの44本とい
うのは常染色体と言いまして、男女全く共通しています。残りの2本が違
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うんです。これが性染色体です0 44本が常染色体で、プラス 2本が性染色
体、つまり、44+XYが男性で、 44十xxが女性です。ですから、男性の
精子の染色体も44+XYになっています。女性の卵子の染色体は44+XX
です。精子と卵子が成熟しますと、減数分裂と言いまして二つに分かれま
す。つまり、精子と卵子がそのまま受精すると88+XXXYというふうに
なりますので、そうならないように半分になるのです。半分になりますか
ら精子の染色体は22+Xと22+Yの二種類ができます。女性の場合は、 22
十Xの一種類だけです。このように精子には22+Xと22+Yという二種類
があるのです。どちらの精子が卵子に受精するかによって男、女が決まる
ということになります。要するに、違うのは、末尾のところがYであるの
か、 Xであるのか、それだけのことなのです。
ついでに言っておきますと、 Y染色体というのば性別を男にするという
働きぐらいしかありません。ところが、 Xという染色体には様々な遺伝情
報が書き込まれています。例えば目に関する情報であるとか、免疫機能に
関する情報であるとか、あるいは血液に関する情報であるとか、様々な情
報が書き込まれているのです。女性は、父親と母親からそれぞれXという
染色体を貰っていますので、仮に一方が何らの欠陥があった場合、もう一
方で補えるわけです。ところが、男性はどうかというと、 Xに欠陥があれ
ば補いようがないのです。 Yでは補えませんので男性に特有の遺伝病とい
うものがあります。色覚異常であるとか、血友病、あるいは進行性の筋ジ
ス等、女性には発病しないけれども男性に発病するという病気というもの
があります。これをX疾患というのですが、糖尿病が男性に多いというの
もこれに関係していると言われます3
それでは、この2つの種類だけかというと、実は様々なものがあります。
44+Xと性染色体が一つだけの場合もありますが、 44+XXYや44+XX
XYなど、さまざまなものがあるのですこですから、性染色体での性別は
二つだけかというと、そうではないs 精巣と卵巣を両方持つ44+XY/44 
+xxというモザイク型というのもあります。自分は男でも女でもない
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サードだというような言い方をする人たちもいます。私たちは、常識的に
この世の中は男と女、二種類しかいないのだと考えていますが、性別とい
うものは2つではないのです。
男と女が全く違うんだという見方がありますが、よくよく考えてみれば、
全く違うというものというのは、つまり絶対的な性差はほとんど存在しな
いのです。どういうことかと言いますと、例えば体力が違うだとか、ある
いは女性は感情的だとか、女性は論理的ではないというふうに言われます
が、よく考えてみれば、論理的でない男性というのも沢山いますし、感情
的な男性も沢山います。例えば別れた妻の家に押し入って前妻を人質にし
て復縁を迫るという事件がよくあります。どう考えても論理的ではない。
要するに、男と女は違うんだというよりも、個人差の方が大きいのです。
例えば同年代の男性1,000人と女性1,000人が1万メートルを走ったとし
ます。そうすると 1着は男性かも分かりませんが、 100着ぐらいになると、
当然男女が混じり合います。これがどんな場合でも 1着から1,000着まで
は男性で、 1,001着から2,000着までは女性だということであれば、確かに
絶対的な性差はあると言えるかと思うんですが、そうはならないですね。
必ず混じり合う。つまり男女が混じり合う部分というのがあります。例え
ば重量挙をしたとしても混じり合う部分というのがあります。身長も当然
そうです。身長が低い順から同年代の人が並んだとしても、当然混じり合
いますし、体重でも混じり合います。混じり合わないというものというの
は、よく考えたらすごく少ないのです。大体、近代スポーツというのは、
男がするためにできたスポーツですから、近代スポーツは男がしやすいよ
うにルールが決まっているのです。例えばマラソンにしても、仮に水分補
給なしでマラソンをすれば男女の差はもっと縮まるかも分かりませんし、
女性の方が上回るかも分かりません。あるいは冷たい海での遠泳をやれば、
多分女性の方が男性を上回るでしょう。そういう意味でいうと近代スポー
ツも女性向きのルールにすると、常に男性が上だというふうにならないの
ではないかと思われます。
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男女の重なりがない部分というのは、結局は妊娠・出産ということにな
ります。それ以外のところというのは、必ず混じり合います。学力なんて
いうのも全くそうですね。混じり合わないのは妊娠・出産だけですが、と
ころが、妊娠・出産も実は混じり合うのですこと言いますのは、もう 6、
7年前になりますが、イギリスで、ある産婦人科医が論文を発表しました。
それはどういう論文かというと、その産婦人科医が扱った子宮外妊娠の症
例についてです。子宮外妊娠は多くの場合、卵管で受精して着床するとい
うケースが多いのですが、たまに卵管から逆に卵巣の方に受精卵が行って、
卵管と卵巣の間から、この受精卵がお腹の中へ入って行くというケースが
あるそうです。この症例は受精卵（胚）が大腸に着床したのです。大腸に
着床して、そこで胎盤を形成して胎児が大きくなっていきました。そして
開腹して生れたという症例が報告されました。ですから、そういうことで
言うと、産もうと思えば男も子どもを産めるのです。要するに、体外受精
をした受精卵をお腹を開いて着床一着床しにくいでしょうけど一すれば、
男も産めるんです。
この話を学生にしたときに、男子学生に「産んでみる？」と聞くと、と
んでもないという顔をするのです。その「とんでもない」ということをず
うっと女性に押しつけてきたということを考えないといけないですね。私
のゼミの女子学生が恐ろしいことを言っていたのですが、体外受精で作っ
た凍結受精卵を女性グループが持ち歩いて、夜遅く一人で歩いている男性
を襲うんです。そして、お腹を開いて受精卵を入れるという「通り魔着床
事件」でも起これば、男性も夜歩く怖さが分かるのではないかというよう
なことを言っていましたが（笑）。それはそれとして、絶対的な性差とい
うのは、そういう意味ではありませんc
ところが、私たちの社会というのは、意味もなく男女を分けようとする
のです。例えば男の子にオチンチンがあるけど、女の子にはオチンチンが
ないのだとか、男の子にはタマタマがあるけど、女の子にはタマタマがな
ぃ。こういった言い方をよくされるんですこでも、そうすると、女の子は
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何か欠損感、自分は何かが欠けた存在だというふうに思ってしまう。東京
の小学校で、「タマタマの話」という紙芝居をやっている先生がいます。
どういう内容かというと、男の子にはタマタマがある、女の子にはないと
言われるけれども、ほんとうは女の子にもタマタマがあるんだよと。男の
子は2つタマタマがあるし、女の子にも 2つタマタマがある、同じ2つず
つだ。ただ、女の子の場合はお腹の中に入っているので見えにくいだけな
んだという話なんですね。そのタマタマも元はと言えば一緒なんだ。全く
同じものから分かれていったのだという紙芝居です。それを見せて説明す
ると、男の子と女の子が仲良くなるらしいのです。「女、向こう行け」と
言っていた男の子が、男女は元は同じなんだと聞くと仲良くなるそうです。
やたらと男と女を意味もなく分けている、あるいは絶対的に違うのだとい
うふうにみなしている社会があるのではないかと思います。ですから、妊
娠・出産も男もしようと思ったらできるわけなので、絶対的な性差という
のはないのです。つまり個人差の方が大きい、いろんな人がいるんだ、そ
れが当たり前で別に悪いことではないのだということになります。
私は、女性の人権といった場合、特に近年、社会的関心が高まっている、
例えばセクシュアル・ハラスメントであるとか、あるいはDV、要するに、
性暴力の問題が私は性差別の象徴ではないかと思っています。資料の 8を
見てください。これはよく売れた本なのですが、どうして、こんな本が売
れるのかと思うんですが、「話を聞かない男、地図が読めない女』。これは
続編も出たりして、かなりの数売れたのですが、読んで見ると「とんでも
本」なんです。「とんでも本」というのは、とんでもない本ということで
す。やたらと性差を強調しているもので、また、後で読んでいただきたい
のですが、一つ紹介しますと、上の段に68ページというのがあります。そ
こには、こんなことが書いてあるのです。
「女は脳の両方をいつも使っているので、右と左がすぐには区別できな
いことが多い」
これは、どういうことかというと、右脳と左脳の問題ですが、要するに、
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右脳というのは空間的な想像力だとか、幾何学的な想像のときに働く。左
脳はしゃべったり、読み書きしたりするときに使われると言われます。男
性の場合はしゃべっているときは左脳だけが働いているそうなんですね。
ところが、女性の場合はしゃべっているとき、左脳は当然働いているので
すが、右脳も働いていると言われます。だから、ある研究者は、しゃべっ
ているときに右脳の方も働くので、空間的な想像力が阻害されているので
はないかと指摘していますが、これは全く立証されていません。ここでは、
それを持ち出しているわけなんですが、しゃべっているときは右脳も働い
ているということにすぎないのです。その後、どういうことを言っている
かというと、
「およそ半数の女は、指輪やしわといった目印がないと右手、左手を即
座に認識できない」（笑）。
私は男なので分からないのですが、そうなんですか。ほんとうかなと思
いますけど。
「これに対して男の脳は左右いずれかしか働いていないので、すぐ区別
がつく。右に曲がるべきところをまちがえて左と指示してしまい、男に怒
られるのはいつも女なのだ」
こんな内容がずうっと続くのです。こういった本が、また読まれる。私
はどうかなというふうに思います。このように、やたらと性差を強調する
なかにあって、おもしろい新聞を見つけました。資料9を見てください。
これは産経新聞の夕刊に載った記事なのですが、桂 吉坊という若手落
語家を紹介したものです。これをずうっと読んでいくと、途中で気付くん
ですが、この桂 吉朝という落語家に弟子入りして修業中の若手落語家は
女性であるということが分かります。通常でしたら女性落語家と、女性が
全面的に出るんです。そうでなくてさら一っと書いているのです。中学校
のときにスカートをはくのが嫌で、高校に行きたくないと言っていた女の
子が、たまたまラジオで聴いた落語に興味を持って、それにのめり込んで
落語家になった。師匠である桂 吉朝も男女関係ない、吉坊は吉坊でいい
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んだと、そういった紹介記事なんですね。これは非常におもしろい記事だ
と思いました。通常は、落語界で非常に稀な存在である女性落語家だとい
うところを前面に出すことが多いのですが、ジェンダーフリーの記事とい
うのは、こんなものだろうなと思ったもので、参考までに載せておきまし
た。
ちょっと順序がバラバラになりましたが、レジュメのmの性差別の象徴
としての性暴力のところに戻ります。どうして男女間に性暴力が生じるの
かということなのですが、レジュメには私はmisogynyと書きましたが、
これが性暴力の背後にあると思います。 misogynyを英和辞典で引きます
と、「女嫌い」だとか、「女性憎悪」という意味が載っているのですが、私
はこのmisogynyを、「男のなかにある女は男よりも下だという潜在的な意
識」という意味で使いたいのです。どういうことかと言いますと、例えば
コマロフスキーというアメリカの社会学者が20年ぐらい前に、男子学生、
女子学生に異性関係についての様々なインタビューをしているのです。そ
のレポートを読みますと、非常に興味深いことが書いてあります。ある男
子学生は、もし、恋人にするならば自分と同じ学科だとか専攻の女子学生
は選ばないというのです。どうして選ばないのかというと、同じことを
やっていると、回りから比較される。比較されて自分が劣っているという
ことがあったら嫌だから、全く比較されない別の分野の勉強をしている女
性を恋人にしたいと言うのです。一方、ある女子学生は、付き合っている
彼がいて、彼との関係を長続きさせる秘訣がある。どういう秘訣かという
と、その女子学生は、彼に手紙をよく書くんです。 20年前の話ですか
ら、今の学生は手紙なんて書かないのですが その手紙を書く際に、わ
ざと何力所かスペルを間違えておくのです。そうしておくと、実際に会っ
たときに、彼は非常に満足げに「君って、ほんとうにばかだね」と（笑）。
その関係が非常に長続きするんだと。この話を学生にすると、その手を
使っているという女子学生が割りといました。あほの振りをしたら彼の機
嫌がいい。だから「知らんわ、教えて」というふうに言うとすごく満足げ
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に教えてくれる。ところが、「何やこんなことも知らんの」と言うと不機
嫌になるので、彼に細々教えてあげるというのは避けた方がいいのだ、あ
ほな振りをした方がいいということを言っている学生がいました。
私のゼミの学生で、もう卒業しましたが、サークル活動を通じて知り
合った女子学生と付き合っていた男子学生がいました。その相手の女子学
生というのは関西大学の学生ではなかったのですが、ある女子大学の学生
でイニシアルで言いますと、 Mから始まるM庫川女子大学の女子学生です
が、彼に、もし彼女が京大生だったらどうするかと聞くと「いや、遠慮す
る」と言うのですね。自分にはM庫川がいいんだと、分かります？。例え
ば夫婦でも、妻の方が給料が高いと夫は不機嫌になるというような話も聞
きます。要するに、男が上にいるというのが、男にとって安定的なのです
ね。そういった意識です。例えば私のつれあいが学生時代によく女性グ
ループでスキーに行ったそうですが、女性数人でスキーに行くと例外なく
男性グループから食事しようとか、お酒を飲もうというふうに誘われます。
そういうコンパの席で、自己紹介しようということになって、私のつれあ
いの女性グループが、大学は京都大学だというと、男性がス～ッと退いて
いって全く盛り上がらない会になってしまうという話を聞きました。これ
は会話のなかにもみられます。社会学で会話分析というのをやるんです。
これは男女の会話を克明に記録するのです。そうすると、女性は会話の支
持作業と言うのですが、うなずきだとか、あいづちというのを割りと無意
識にやっているんですね。相手が話しやすいようにうなずいたり、あいづ
ちを打つ。ところが男性の場合は、女性が一生懸命しゃべっている内容に
特に関心がない場合は沈黙し、変な間があくんです。あるいは割り込んで
違う話をされるんですね。そういう違いがあります。
若い女性で「あぁ、そうなんや」というのが口癖の人がいます。これも
会話の支持作業です。この間、私、電車に乗ってまして、昼間だったんで、
割りと電車は空いていましたc 横：こ若い女性が座っていたのです。ある駅
でその若い女性の知り合いらしい若い女性が乗って来たのです。座ってい
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る女性が、その乗って来た女性に、「今から仕事？」と聞いたのです。
乗ってきた女性は、「いやいや、半分仕事で半分遊び」と言ったら、「ああ、
そうやったんや」と言って次の話をするのですね。私はちょっと待ってほ
しいと思いました（笑）。そこで「どういうこと」と聞かないのだろう。
あっさりと「ああ、そうなんや」と納得してしまうのです。これはどうで
もいい話ですが、非常に私は気になりました。そういう意識、 misogyny
ですね。
例えば何かのトラブルにあった場合、女性が業者、それも男性だとして、
その男性にクレームを付けると、軽くあしらわれるということがあります。
ところが、間に男性に入ってもらうと、事が進むということがあるんです
ね。要するに、男は無意識に女性を見下している。そういった見下しがあ
るから暴力が振るえる。あるいは非常に失礼なことが簡単にできる。セク
シュアル・ハラスメントで容姿批判、胸が小さいだとか、あるいば性的な
経験をずけずけと聞く。「恋人おらんのか、セックスしたのか」というこ
とは相手のことを尊重していれば絶対言わないことです。それを平気で言
う。職場で若い女性部下に「足が太い」だとか、「胸が小さい」だとか
言っている男性が仮にいたとします。その男性が自分が住んでいる家の隣
に似たような年頃の娘さんがいた場合、朝、会ったときに「胸が小さい、
足が太い」と言うはずがないですね。職場だから見下しているから、そん
なことが平気で言えるわけです。
会話でもそうです。妻が一生懸命今日あったことをしゃべっているのに、
新聞を読みながら空返事をする。そういう男性でも、得意先の上司の話は
「ごもっとも、ごもっとも」と支持作業をしながら聞いているわけです。
ですから、そういった女性を見下す意識、そこに私は暴力が生じるのでは
ないかと思います。
このmisogynyというのは、非常に根強いと思うんです。男性の方は一
度自分で点検してみてください。女性が強く主張することに対して、頭ご
なしに否定したことはないか。例えば口論になった場合でも、男は相手が
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女性だとなかなか負けを認めたがらないのです。完全に男が論破されてい
るのにむきになるのです。横で別の男性が「こうやろ」と言うと、「ああ、
それもそうやな」と男性には譲歩するのですが、女性には一切譲歩しよう
としない。女に負ける悔しさというのを意味もなく強く持っているという
ところがあります。それがmisoro-nyなのです。
私は、暴カ一般についても、やはり相手に対する見下しというのがある
のではないかと思います。と言いますのは、日本のプロ野球を見ています
と、選手あるいは監督が審判に対して暴力を振るうということがあります
が、アメリカの場合はないそうです。もう 10年ほど前に、相互交流で、大
リーグから審判が日本にやってきて、日本でジャッジをしたことがありま
した。しかし、この審判は、 6月頃になって怒って帰りました。要するに、
選手から一度、監督から一度殴られたのです。監督で殴ったのは阪神の吉
田監督でしたが、こんな侮辱はないと怒って帰ったのです。どうして日本
のプロ野球では審判に暴力を振るうのかと考えてみますと、日本のプロ野
球で審判をしている人というのは多くの場合、かっては現役の選手だった
のです。現役の選手で芽が出ない、レギュラーになれずに審判になった人
というのが割りと多いのです。ですから、現役の一軍の選手からみれば、
審判は野球の落ちこぼれなんです。そういうふうな見下しがあります。で
すから、暴力が簡単に出てしまうのです。それが証拠に相手チームの監督、
コーチを殴る選手なんていません。相手チームの監督、コーチというのは
かっての名選手ですからね。こういった見下しのもとで暴力が生じる。お
互い尊重しあっている関係では、暴力は出てこないと思います。そう考え
れば、こういったmisogynyというものは非常に私は根強いものではない
かと思います。
それに加えて、性暴力に関しては、被害者批判というのが常に出てきま
す。資料10を見てください。「時代の風」という毎日新聞のコラム欄に作
家の曽野綾子さんが書いたものですが、いわゆる横山ノック知事の強制わ
いせつ事件に関してなのですが、車のなかで被害に遭ったときに声を出さ
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なかった被害者も悪いのだ。後になって裁判を起こすというのはアンフェ
アだということを書いています。小説家でありながら、恐怖のあまり声も
出ないということが、どうして想像できないのかと不思議に思うんですが、
こういった被害者批判。あるいは沖縄で米兵にレイプされた事件でも、
「女にも問題があるんじゃないの」と常に被害者批判というものが出てき
ます。また、どこまで抵抗したのかということが問題になったりもします。
例えば銀行強盗がピストルや包丁を持って窓口で「金を出せ」と脅します。
行員がお金を出し、強盗が去って行った。そのときに、その行員に、「ど
うして抵抗しなかったのか」とは誰も言いません。ところが、性暴力の際
には必ずどれだけ抵抗したのか、なぜ抵抗しなかったのかと、被害者が責
められる。また、そういった女性が被る性被害というのを非常に軽くみる
社会というのもあります。
資料10の左下に「はい社会部です」という欄の見出しが「なぜ男はのぞ
く」という記事ですが、これは朝日新聞の社会部にかかってきた電話を紹
介しているのですが、読んでみますと、「女性9人で北陸の温泉に行き、
露天風呂のある旅館に泊まったときのことです。お風呂が客室の窓から丸
見えで、男性客数人が窓から身を乗り出して入浴中の私たちを見ているの
です。男女の風呂を分ける壁によじのぼって見ている男性もいます。逃げ
るように湯船から出ると、女性用の脱衣所にも男性がうろうろしているで
はないですか。部屋に戻って支配人に訴えると、謝るどころか、にやにや
笑いながら、『風呂場に警備員はおけない、叫べば誰かが駆け付ける』『24
時間入れる風呂だから、何があってもおかしくないし、あんた方もそれな
りに心構えを持ってほしい』。また「北陸には温泉がいくつもあるが、ど
こもこんなものだ』と繰り返して、『女が男に裸を見られるのは温泉では
当たり前』という態度なのです。私たちは、いつになったら心からゆった
りと温泉を楽しめるのでしょうか」
という電話だったのです。朝日新聞が大手の旅行代理店に尋ねたところ、
次のような答えがかえってきました。「難しい問題です。まだ北海道をは
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じめとして男女混浴の露天風呂が多く、男女別と言っても、屋外なので完
全な閉鎖空間をつくるのは無理だからです。数年前から若い女性の間で温
泉ブームが起き、こうした経験をされる方も多くなっているようです。心
配な方は事前にしっかりした旅館を調べて行かれた方がよいと思います。
旅行社では、露天風呂の平面図などを置いてあるところもあります。また、
入浴する際も男性酔客の来そうな宴会後を避けるなどのエ夫をした方がい
いかもしれません」と。
これはおかしな話なんですね。風呂場をのぞくというのは犯罪です。で
あるのに、どうして女性がわざわざ事前に露天風呂の平面図を取り寄せた
り、あるいは風呂に入る時間帯を宴会後、要するに、酔った男性が来るよ
うな時間には入らないとか、どうしてそんなに気をつけないといけないの
か。これは100%、全面的に男の方が悪いわけであるのに、女性もそれな
りに気をつけましょうと言われる。風呂場をのぞくことは、とんでもない
ことなんですけれども、そうは思っていないのですね。単なるいたずらだ
と思っている。皆さん、ご存じですか。ドラえもんというアニメがありま
すが、あれを見ていると、のび太はよくしずかちゃんがお風呂に入ってい
るのを、どこでもドアで閾入したりするんです。とんでもないことをして
いますが、ところが、その後、風呂場をのぞいたにもかかわらず、お父さ
ん、お母さんに叱られる、あるいは学校の先生に叱られるという場面は一
切出てきません。単なるいたずらで終っているのです。しずかちゃんもし
ずかちゃんですね。風呂場をのぞくような男となぜ付き合っているのか
（笑）、不思議に思いませんか。昔、スポーツ根性ものドラマというのがあ
りましたね。村野武憲とか中村雅俊とか森田健作なんかが高校の先生でラ
クビ一部の顧問をやっているとか、そういったドラマがありましたが、合
宿でバレーボールの女子部員がお風呂に入っていると男たちがのぞきに行
くというのがつきもののように入ってきます：：：あれも単なるいたずらで処
理されるのです。とんでもない人権侵害だというふうにはなりません。で
すから、そういう性被害を非常に軽くみる社会、あるいは被害者を非難す
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る社会というものがあります。
そこで、一つ強姦致傷事件を紹介したいと思います。資料11を見てくだ
さい。これはどういう事件かというのは読んでもらったら分かるんですが、
ごく簡単に言いますと、被害者はA子さんという女性です。このA子さん
は、職場の女性仲間と一緒にお酒を飲みに行きました。お酒を飲んでいる
と、ある有名な証券会社のバッジを付けた男性グループから、「一緒に飲
まないか」と誘われます。そして一緒に飲みはじめるのです。割りと盛り
上がって場所を移そうということで二次会に行きます。二次会でかなり遅
くまで飲んでいたそうなのですが、さて帰るということになって、男性グ
ループは「車で来ているから送って行ってあげる」と言ったんですね。と
ころが、帰る方向からA子さんは加害者となる男性と二人きりで車に乗る
ということになってしまったのです。 A子さんは「それは困る」と言いま
した。そうすると、その一緒に来ていた同僚である女友だちが、もう一台
の車でA子さんのマンションのところまで後ろから付いて行くから大丈夫
だと言われたので乗ったそうなんです。ところが、少し車で行くと、もう
後ろに付いて来なくなったのです。それでマンションの駐車場で強姦され
たという事件です。
この裁判で、性行為があったというのは男性も認めました。ところが、
加害者とされた男性は合意のうえでの性行為だと言ったのです。それに対
して、 A子さんは、合意などなく強姦であると主張が対立いたしました。
判決は無罪判決でした。その理由として、 A子さんの証言は信用できない
というのです。どうして信用できないのかという根拠として上がったのが、
資料12を見てください。 12の上の段に、第二 当裁判所の判断、二として、
A子証言の信用性全般に関する事項について、 2として、 A子の落ち度と
これについての自覚の有無というところがあります。そこから九行目あた
り「しかしながら」というところです。
「しかしながら、 A子証言によっても、『甲野』一一甲野というのは一軒
目の店のことです。一ーで声をかけられた初対面の被告人らと『乙山』
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—ーニ軒目の店ーーで夜中の三時過ぎまで飲み、その際にはゲームをして
セックスの話をしたり、 A子自身は野球拳で負けてパンストまで脱ぎ、同
店を出るときには一緒にいたD子、 E子と別れて、被告人の車に一人で
乗ったというのであるから、その後、被告人が強姦されたことが事実で
あったとしても、 A子にも大きな落ち度があったことは明らかである」
要するに、強姦されたということが事実であっても、落ち度があったと
被害者を責めているのです。これは強姦裁判で非常に多いのです。その後
ですが、
「にもかかわらず、 A子証言の内容及び態度からは、自らも落ち度が
あったことの自覚が全く窺えないばかりか、かえって前記のように自分は
一応l真重に行動していたという趣旨の証言をしているのである」
ということで、この被害者を非難しているわけです。
そして、このA子さんが強姦されたと言っているのが信用できないその
理由として、下の段の4のA子の経歴、素行等のなかで、
「第一に、 A子の警察官調書によれば、 A子は山口県内の高校を卒業後、
デパートに勤務したが、ファッションモデルとしてスカウトされ、昭和58
年から約4年間大阪市内でモデルの仕事をした後、昭和63年に上京してイ
ベントコンパニオン、芸能プロダクションのエキストラやスタッフ等の仕
事をし、平成3年頃からパーテイコンパニオンをしていることが認められ
る。このように、 A子は一般人からみれば、かなり派手な経歴の持ち主で
あるといわなければならない」
と決めつけられるのです。派手な経歴だったら言っていることが信用で
きないのか、これはとんでもない話です：：
ところが、強姦事件の場合、どういう職業についていたかが必ず問題に
なるのです。これは警察官の証拠集めという教科書でも、強姦被害者の場
合は、性経験の有無と職歴を必ず聞くことになっています。これが裁判で
問題になるのです。いわゆる水商売をしていると信用されないということ
が多いのです。
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その後の第二の四行目以下のあたりです。
「また、 E子証言によれば、 A子は「乙山」において他の誰も味を問題
にしていないのにスパゲッティを塩っぱいなどと言って取り替えさせたこ
とが認められるが、このような行動は通常の神経ではなかなか考えられな
いことである」
放っといてくれと言いたくなりますね。お客ですから味がおかしかった
ら文句を言う権利もあります。でも、そういうことを言う女だから信用で
きないという理由にされているのです。
第三は省略しまして、第四です。実はA子さんにはFという恋人がいま
す。そのことについてF証言というのが第四の真ん中あたりです。
「また、 F証言によると、 A子はFと二度目に会ったとき（二人だけに
なった最初の機会）に性交を持ったことになる。このようなF証言の信用
性を疑うべき事由も見当たらないので、 A子は、右両弁護士に対し、自己
を悲惨な被害者のように思わせるため誇大なことを伝えていると認められ
るし、その貞操観念には疑問が残るといわざるをえない」
これも余計なお世話なんですね。要するに、セックスは当事者二人の問
題です。当事者二人が納得して、あるいは当事者二人が満足すれば、第三
者が何も言う権利なんてありません。ですから、二人が知り合った一回目
でセックスしようが、 10年経ってしようが、それは二人の問題であって、
二人が決めることです。だから、貞操観念がないから言っていることは信
用できないというのは、とんでもないことだと思います。
それから、第五ですが、
「第五に、 A子は、証言において、概ね上品な淑女のような言葉遣いや
態度に終始しているが、時折り『おおぼけ（を）こいた』などという言葉
を口走るなどして、いわば馬脚を現しており、普段上品とは言えない言葉
遣いをする場面もあることが窺われる」
これもどうでもいいことなんですね。そして一番最後の三行に、
「以上、 2ないし 4の事実等を総合すると、 A子についてば慎重で貞操
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観念があるという人物像は似つかわしくないし、その証言には虚偽・誇張
が含まれていると疑うべき兆候があると言わなければならない」
この貞操観念という言葉が最近の判決でもまだ出てくるんですね。ここ
で私が問題だと思うのは、事実はどうか、これは分かりません。ただ、私
がおかしいと思うのは、裁判所がA子さんの証言は信用できないとして挙
げた理由がおかしいと思うんです：：：言葉遣いがだめだとか、上品でないと
か、あるいは恋人と二度目に会ったときにセックスしたとか、こういうこ
とが理由で信用できないと言っていることが非常に問題である。 A子さん
に対する強い偏見があるのではないかと思います。
もう一度裏の11を見てください。最初の横書きのところなんですが、こ
の裁判の裁判長裁判官は男性なんですが、残りの 2人の裁判官は女性なん
です。大津地裁でも、近江八幡での強姦事件で、執行猶予が付きました。
どうして執行猶予が付いたかというと、加害者2人が弁護士に勧められて
ボランティアをしたんですね。それをもってボランティアをしたからとい
うことで執行猶予付きの判決が出たのですが、その際の裁判長裁判官は女
性だったのです。ですから、女性だからいい判決が出るという問題ではな
くて、やはり性暴力の問題にきちっとした理解を持っておかないと、こう
いったとんでもない判決が繰り返し出されるということになってくると思
います。
一枚もののレジュメの右側を見てください。どういう判決が出ているの
かというのを強姦と強盗を比べたものを表としてあげておきました。
ちょっと古いのですが、 95年の地裁判決です。強盗と強姦を比べると、明
らかに執行猶予が付くのは強姦の方が多いのです。強姦の3分の 1が執行
猶予が付いています。実刑の場合でも 3年以下が多いのです。 10年以上と
いうのは僅かしかありませんし、無期• 死刑というのはないのです。強盗
に比べて明らかに強姦の判決は軽いということが分かります。
強盗も大変なことなんですが、私は強姦の被害者が心に深い傷を負うと
いうことを考えてみた場合、少なくとも強盗よりもどうして低いのかとい
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うことを疑問に思わざるを得ません。それはどうしてかと言いますと、刑
法自体がそうなんですね。刑法自体が強盗と強姦を比べると強盗の方が重
い罪になっています。例えば強姦致死です。強姦をして、その被害者が騒
いだので首を絞めたら死んでしまったという強姦致死の最高刑は無期なん
ですね。ところが、強盗致死、つまり強盗に入ってその家人が騒いだので
殺してしまったという強盗致死は死刑です。どうして同じ人を殺していて
死刑と無期という大きな差が出るのか。死刑制度の是非は別として、同じ
人を殺していて刑が違うというのはどういうことかと思わざるを得ません。
最近、刑法の改正が議論に上がっていますが、この刑法というのは明治
にできた法律なんですね。明治時代というのは、国会議員はすべて男です。
官僚もすべて男です。男が作ったんですね。よく考えてみれば、男は強姦
の被害者に絶対なりません。ところが、強盗の場合、男も被害者になるん
ですね。その違いではないかなと思われます。
こういったことで非常に大きな差がついているという問題があります。
私ば性暴力というのば性差別の象徴であると言いましたが、主にその理由
というのが分かっていただけたのではないかと思います。ですから、男の
なかにあるmisogynyの克服という課題というのが、私は大きいのではな
いかと思います。
最後なのですが、男女の共生をめざしてということです。そこでキー
ワードになるのが私は自立と共生だと思います。これは様々な解釈がある
のですが、私の解釈を申し上げておきますと、自立というのは経済的自立
という意味ではありません。自立障害者という言葉があります。ノーマラ
イゼーションのなかで言われたことですが、この自立障害者も自分の力で
収入を得て、自分で食べていける障害者という意味ではないのです。そう
ではなくて、自立障害者というのは、自分の生き方は自分で決めることが
できる障害者という意味なのです。この自分の生き方は自分で決めること
ができる障害者を増やしていこうというのがノーマライゼーションの運動
であるわけです。障害者は、障害の程度にもよりますが、やはり回りから
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親だとか、あるいは施設から常に否定形の言葉を投げかけられてきました。
それは無理だ、できない、危ない、やめとけと。でも、自分の生き方は自
分で決めたいという気持ちは、健常者でも障害者でも当然同様にあります。
障害者は、結局、それが今の社会のなかではできないという問題があるの
です。ヘレン・ケラーは、「障害者は、障害があるということで確かに不
自由な面はある。でも、不幸ではないのだ。障害者を不幸にしているのは
社会だ」と言いました。つまり、社会が変われば障害者の生き方は変わる
ということです。つまり、社会が変わることによって自分の生き方は自分
で決めることができる障害者を増やしていこうということなのです。そし
て、ゆくゆくはすべての障害者が自立障害者となれるような社会をつくつ
ていこうということが言われているわけです。その自立です。ですから、
自立とは自分らしく生きるということです。「おまえは男だから、こうあ
るべきだ」、「おまえは女だから、これはふさわしくない」というふうに言
われるのではなくて、自分の心に素直に生きる、自分らしく生きるという
ことです。そういう自分らしく生きる個々人が出てきますと、当然のこと
ながら多様な個の生き方というものが出てきます。そういった多様な個々
人の生き方をお互い尊重しあうというのが共生だと私は思うのです。尊重
しあうわけですから、自分は好き勝手に生きるから、あんたも好き勝手に
生きなさいというのは尊重にならないのです。相手をよく知らないと尊重
できません。要するに、お互いが理解するのが尊重のベースです。
さらに言えば、この尊重というのは、相手のことを思っての批判もでき
る関係だと思うんです。お互い高めあえる批判ができる共生関係をどう
作っていくのかというのが、これからの課題ではないかと思います。その
場合も特に点検してほしいのは、自分の一番身近にいる他者との共生、特
に男女の共生がどれだけ実現しているのかを点検する、そして関係を変え
ていく。そういったことから始める必要があるのではないかと思います。
そう考えると、男性の抱える課題というのは、私は大きいと思うんです。
第一には、 misogynyの克服ということになってくると思います。それに
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加えて是非理解してほしいのは、女性が様々不利益を被っているという現
実があるのですが、その分、男は得をしているのかというと、そうでもな
いのです。要するに、男も男としてしんどい部分を抱えている。どういう
ことかと言いますと、例えば自殺が最近非常に多いのですが、自殺件数を
見ると、大体4分の 3ぐらいが男性なんです。男性の自殺が非常に多い、
これはどうしてなのか。いじめ自殺も大体男の子なんですね。要するに、
男は負けてはいけないということで周囲に助けを求めないのです。だから、
回りに助けを求めないで自分の死を選んでしまうということが多いのです。
ホームレスもそうですね。ホームレスは男ばかりです。外国の場合は夫婦
のホームレスもいますけど、日本の場合は男ばかり。要するに、助けを求
めるのは男らしくないと考えているのです。過労死も男ばかりですし、引
きこもりも75%が男なのです。結局は回りから男の子だという過大な期待
に潰されてしまうのです。
また、男というのは、どうして上下関係にこだわるのか。相手が自分よ
り年上かどうか、収入が高いかどうか、どういうところへ勤めているのか、
それが気になってなかなか初対面の人としゃべることができないという男
性が少なくないのです。女性は割りとそういう肩書なしで普通にしゃべる
ことができるんですが、男性はどうしてか、コミュニケーション下手です。
そのように、自殺をはじめ男性が抱える問題というものもあります。資料
の13をご覧いただきたいのですが、これはホームページに載っていたもの
をそのまま取り出したものです。脱サラをしてフリーライターになった男
性が書いているのですが、この男性の妻は、某有名企業で働いている。
カードを作ることになって、その妻の名義で作り、自分は家族カードとし
て自分のカードも作ろうとしたら、だめだったのです。どうして男性が家
族カードに入っているのか。要するに、妻の名義で、配偶者として自分の
名前を書いて出したら、それは通らなかったということなのですが、この
なかには、いろんな不都合が書かれていますので、後で読んでください。
資料の一番最後の14は四コマまんがですが、これは見てもらったら分か
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ります。要するに、男は、男という鎧を着て生きているんです。負けては
いけないというか、勝ち負けにこだわるというのですか。男子学生がしゃ
べっているのを聞いていますと、ほんとうに、意味もない、どうしようも
ないことを話していますね。というのは、わりとしようもないことで競う
のです。例えば、昨日、パチンコで5,000円負けたとか自慢にもならない
ことや、それを聞いている方は、昨日二時間しか寝てないのやとか、何を
競い合っているのかと思うんですが3 例えば女性の会話を聞いていると、
昨日誰々とこんなことをして、こんな話をしたというのがわりと多いので
す。男の会話はブツブツ切れる会話で、昨日すごいしんどかったわとか、
それがどういう自慢になるのかという会話をよくしています。そういった
ことも含め、一度自分をみつめてみる、そして他者との関係をどう変えて
いくのかということに考えを巡らせてみる、こうしたことが重要ではない
かと思います。さらに言えば、そういったことが、自分の生をより豊かに
するのではないか。どういう人間関係を作って、どう生きていくのかとい
うことを考えてみた場合、やはりこの自立と共生ということは大きなキー
ワードになってくるのではないかと思います。
少々あっちへ行ったり、こっち行ったりの話になりましたが、質問の時
間をとるということですので、一応、私の話はここまでにしておきます。
（拍手）
司会（金谷研究員） どうも、ありがとうございました。
大学の授業はこんなものかなというふうに想像していただけたのではな
いかと思います。ほんとうに資料も豊富で、男性が女性差別のことを話す
というのは、やはり男性にとっては「なるほどな」と思われるところが多
かったのではないかと思いますc 今日は男性の方が若干ご参加人数が多い
のではなかったかなと思いますけれども、いかがでしょうか。随分沢山の
問題提起がありました。生物学的な性差44十XYとか44+XXから始まり
ましてキーワードはmisogynyという言葉ではなかったかと思いますが、
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自殺も男性が多いわ、競い合って意味のないことで話をしているとか、今
日ご参加の男性の皆さんからは少し笑いが少なかった。女性の方が「そう、
そう」と言いながら笑っていらっしゃったのではないかなと思いますが、
二、三ご質問、感想併せて、どなたからでもご発言いただきたいと思いま
す。いかがでしょうか。
質問者（男） 今日はありがとうございました。男性が女性を自分より
ちょっと下にして付き合うというか、そういうお話があったのですが、先
生ご自身のおつれあいさんは、一般的に見て、例えば学校のレベルとか、
その辺はどうなんでしょうか。
司会 もう一方、男性の方、どうぞ。
質問者（男） 裁判になりますと、強姦関係は大体女性の方が不利にな
ると思うんです。というのは、一つは検察の方が男性ですし、警察自体も
どうも女性を下に見ているという感じがあります。だから、こんなばから
しい女性の経歴とか、そういうことを考えていくのではないかと思うんで
す。だから、そういう面をなおさないと正しい裁判はできないと思います
ね。ですから、そういうことをもっともっと PRしていく必要があるので
はないかと思います。この判決を見て、ほんまにあほかいなと思いますね。
司会 関西大学にも法学部がございまして、随分そこから試験に合格し
て司法界に進出しているのですが、法学部のなかでのジェンダー教育、そ
れから、試験に合格してからの女と男の共生のあり方の教育が必要なのか
もしれませんね。後でお答えいただきます。
男性の方、どうぞ。
質問者（男） 意見と感想なんですが、男ばかりで決めちゃったらこう
なるのかなということを思います。じゃあ、女の人たちで決めたらどうな
のだということになりますが、やはり女性の意見が採り上げられて、それ
で一定の決定をみているような場面だと、やっぱりそういう観点はあるか
なというふうには思います。勿論、男と女が違っていていいところもある
んで、それはそれでいいと思います。
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ただ、 10何年前、女性の意見のなかに、こういう意見があったので、今、
思い出したのですが、例えば夜道に気をつけようということで「痴漢に注
意」と書いてあるのですが、あのメッセージは夜道を歩いている女性向け
だと思うんですが、痴漢に向けては書いてないのですね（笑）。もし、痴
漢に向けて書くとすれば「痴漢をするな」とかいうような文言になると思
うんです。女性が夜歩くのはよくないというわけじゃないが、「痴漢に注
意」というのは、「歩くあんたが悪いのよ」というようにも聞こえるので
す。あれを書いているのは女じゃなくて男なんだろうなと思ったりするの
ですが、年月が経っているのに、未だにあの看板は結構ありますね。
司会 痴漢は、夜、家を出なかったらいいんですね（笑）。そうすると、
安全な夜道になりますよね。ありがとうございました。
女性の方、どうぞ。
質問者（女） 分かりやすいご講義ありがとうございました。私は2つ
お尋ねいたします。これの判例が94年ということですが、それ以降に裁判
官に対する人権教育というのはされているのでしょうか。
2点目は、巨人軍のナベツネオーナーの「選手ごときが」発言がござい
ましたが、権力者が明らかな差別発言をしているときに、影響が大変大き
いと思うんですが、それに対してどのように対処したらいいのか、教えて
いただきたいと思います。
司会 いろいろ出てまいりましたが、石元先生、よろしくお願いいたし
ます。
石元教授 裁判のことが出たので言っておきますと、刑事裁判の場合は
検察は男性ばかりですから、やはり強姦事件で無罪判決が出るということ
が多いですね。最近の傾向としては民事で画期的な判決が出ています。と
いうのは民事の場合は、弁護団を組んで様々な証拠を採用させてというこ
とをやるのですが、秋田県立短大の強制わいせつ事件、これは上司と一緒
に学会出張に行ったときに、ホテルの部屋で抱きつかれたという強制わい
せつ事件です。その後、被害者の女性がその部屋にとどまって話をしてい
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るのです。職場に帰っても職場でその上司としゃべっている。そのことが
争点になったわけです。要するに、被害はなかったのではないか、あるい
は合意だったのではないか。でも、弁護団は様々な臨床心理士の女性の意
見書だとか、女性学の研究者の意見書二百何十通採用させたのです。そこ
には強姦被害者が、事件後、加害者に送って行ってもらったり、加害者に
気をつかってしゃべったりとか、そういうようなことをする傾向があるの
だ、あるいはしても不思議ではないのだといった証拠を採用させました。
それで、結局、原告が勝ったわけです。だから、民事の場合はやり方次第
なんですね。ところが、刑事の場合はどうかというと、やはり警察、検察
の問題があって、そこまで行きませんので、ご紹介したような判決が出る
ということになってしまっています。ですから、今の裁判制度の問題があ
るのです。それと警察もそうですが、いわゆるセカンドレイプという警察
の取調べで非常に屈辱的な思いをする。最近では女性警察官をあてるとい
うのが一般的になってきましたが、以前はすべて男性がやっていました。
警察の隠語というのがあります。例えば殺人事件はコロシ、強盗はタタキ、
放火がアカウマ、汚職がサンズイというのですが、強姦のことをどういう
隠語で言っているかというと、マメイジリとか、ツッコミと言っています。
強姦をマメイジリ、ツッコミと言っている警察が被害者の心情を汲むよう
な取調べができるのかという問題があります。ですから、そういった意味
では、どう被害者を救済していくのかというシステムづくりというのが問
題ではないか。繰り返しになりますが、強姦の被害というのは非常に軽く
見られてきた。男中心社会のなかで、男は被害者になり得ない強姦という
のを非常に軽くみてきたのではないかと思います。
それから、ナベツネオーナーですが、どうしようもない人だと私は思っ
ているのですが、渡辺恒雄という人が社長になってから、読売新聞も全く
論調が変わってしまいましたからね。非常に良心的な黒田 清さんが追い
出されたりとか。まぁ、品のない人だと思いますね。ああいった保守的と
いうのか、力を誇示するような人というのは、必ずと言っていいほど、女
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性を見下していると思いますね。 80近いのに毎晩飲み歩くという、あのエ
ネルギーはすごいな思いますが（笑）。
それから、私のつれあいなんですが、同じ大学院だったのです。同じ専
攻で知り合ったという関係ですc
夜道の問題ですか、男に門限を付ければ一番いいのですが（笑）。やは
り、私は人権教育だと思うんですね。要するに、女性を見下しているわけ
でしょう。あたかもハンティングするかのような事件というのも、私は多
いと思うんですね。ですから、結局は相手を尊重するといった良好な関係
をつくるという人権教育というのは、極めて実践的な問題だと思うんです
ね。どのように人間関係を変えていくのか、新しい人間をつくっていくの
か。そういった人権教育に力を入れていく。相手のことを思いやるという
のですか。いま何か違う方向に行っているのではないかという気がしてな
らないのです。今まで人権教育は多々行われてきましたが、どちらかとい
うと「また、あの話か」という人権教育が少なくないし、部落問題が中心
にされてきたのですが、部落問題にしても、すごく抽象的で具体性を欠く
話が多いというか、歴史をやってそれで終わり。聞いた方は部落の人たち
というのは江戸時代の賎民であった様多、非人の子孫が代々かたまって住
んでいる特殊なところだというイメージを持ってしまうのです。それは現
実と全く離れたイメージですね。あるいは差別は厳しい、厳しいというふ
うに教えられると、そんなに差別されるのだったらよっぽど変わったとこ
ろなんだろうという異質視を植えつけてきた。その一方で家庭では、学校
で部落のことを習った子どもが「この辺に部落あるの」と言うと、親がそ
んなこと言うたらあかんとか、大きな声で言ったらだめだと言う。そうい
う家族の反応が部落問題というのは何か怖い問題で、触れない方がいいん
だと子どもが思ってしまう。そういった学校と家庭で部落を異質なものと
見、触れてはならないものという態度を植えつけてしまっている面がある
と思うんです。そういったことも含めて、これまでの人権教育の点検をし
たうえで、どう自立と共生がめざせる人権教育にしていくのかということ
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が重要ではないか。要するに、学校で人権教育をしても、その成果が家庭
で摘み取られるということになると何もなりませんから、一方で今度は家
庭、要するに、大人に対する人権教育といった体系だったものをつくって
いく必要があるのではないかと思っています。
司会 ご質問をいただいてありがとうございました。
諸外国では、女性たちの運動のなかで「夜を取り戻せ」という運動がど
こでもやっております。これはレイプ反対、男性が先ほど申しましたよう
に、男性が夜出てこなかったらいいのだという男性の教育の問題等、世界
では女性たちがそんな運動も展開しております。
それから、最後にご質問をいただきました裁判官の人権教育はどうなっ
ているのかということなのですが、少しは始まっているようですけれども、
是非、最高裁判事には石元清英の講座をというふうに（笑）是非、皆さん
もどこかでおっしゃっていただきたいと思います。
これは裁判官ばかりではありません。市長も知事も、ナベツネもそうで
すが、上にいる人ほど、このmisogynyというのは非常に多いので、その
ときには石元の講演をというふうに、皆さんも是非ご紹介いただきたいと
思います。
今日は、とても楽しい、しかし、少し耳の痛い講演でしたが、前半の講
演をこれで終わります。
石元先生、ご苦労さまでした。
（拍手）
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